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オ ー ス トラ リア の 野 生 化 ス イ ギ ュ ゥ
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1は じめに

動物地理区からみた場合、オース トラリアは単孔 目や有袋 目で代表されるオース トラリア区

に含まれる。Lか し、1788年 にヨーロッパ人による入植がは じまって以来、外部から有胎盤類

に属す る多 くの有蹄家畜が導入されてきた。これらの家畜の一部は、その後種々のいきさつよ

り野生化 し、在来の動物相のなかへ侵入 している。

野生化 した家畜は、今 日在来の生態系や人間の経済活動に被害をもたらす存在となっている。

その点で、本稿でとりあげる野生化スイギュウは野生化ブタと並んでオース トラリアを代表す

る野生化家畜である。

本稿では現地調査や文献類などから得た情報を整理することにより、野生化スイギュウの分

布と発生過程、有害性と有益性、 コソトロールの問題についてみていく。

II分 布と発生過程

野生化 したスイギュウ(写 真1)は 、オース トラリア北部の熱帯の環境下に適応をとげてい

る。野生化 したスイギュウが生息するアーネム ・ラソド周辺は、サバナ気候下にあ り雨季と乾

季がみられる。彼らは沿岸部の湿原、河川沿いの氾濫原、ユーカ リの疎林などで、草本類、樹

木や灌木の葉や茎、水生植物を食料として生活 している(Tulloch,1986)。

オース トラリアで野生化 したスイギュウの原種は、イソド、ネパール、スリラソカ、イソ ド

シナ半島などに生息 しているアジアスイギュウである。家畜化 きれたアジァスイギュウは、熱

帯や亜熱帯の湿潤地域で農耕用として使役されて きた。

オース トラリアへのスイギュウの持ち込みと野生化の経緯を、Letts(1964)、McKnight

(1976)、Tulloch(1979)、Lever(1985)な どを整理することによって検討す ると次のように

なる。

オース トラリアに最初のスイギュウが導入されたのはメルビル島に建設 された軍の駐留地で、

1826年 のことであった。 メルビル島は、オース トラリア大陸周辺の島ではタスマニア島に次い

で2番 目の広 さをもつ島である。

これらのスイギュウは食料用や使役用 としてチモール島より搬入された。 しかし、 メルビル
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写真1野 生化スイギュウの群れ(1987年9月)

島 の駐留地 は3年 後 に放棄 され、その折に一 部の スイギュ ウが遣棄 された。 その結果、同島で

スイギ ュウの野 生化 が発生 した とされ る。

..年 に は
、オース トラ リア本土 の コバー グ半島に建設 された軍の駐 留地 に もチモール島や

メル ビル島か らスイギ ュウが導入 された。 当地 で も軍の移動があ り、一部の スイギュ ウが逃亡

した り遣棄 されて野 生化 した。 コパー グ半 島で は、1849年 に 別の駐留部隊が解隊 され た時 に も

スイギ ュウが遺棄 された。

この ように して遺棄 された り逃亡 した スイ ギュ ウの野生化群 は、19世 紀 後半 には ノーザソ ・

テ リトリー北部 の メル ビル島やアー ネム ・ラソ ドに確固 と した生息地 を獲得す るにい たった。

当時 オー ス トラ リアの北部 に持 ち込 まれた スイギ ュウの総数は200頭 に みたず、 その内の20

～50頭 が遺 棄 された り逃亡 したにす ぎなか った といわれ る。 しか し、野生 化 した スイギュウは

その後繁殖 し、1985年 当時 の推定生息数 は35万 頭 に達 した(BaylisandYoemans,1989)。

熱 帯 や亜熱帯 の環境 にす ぐれて適応 力のあ るスイギュウがオー ス トラ リア北部 のサ バナ気候

下 の土地 に導 入 された背 景は理解で きるが、一部の野生化 したスイ ギュウが これ ほどまで に繁

殖 す るとは誰 も予想 しなか ったにちがいない。

近 年アーネ ム ・ラソ ドでは駆 除に よって野生化 した スイギュウの生息数は著 しく減少 して い

るが、 メル ビル島や アーネ ム ・ラソ ドの一部 には今な お野 生化 スイギュウの群れ がみ られ る。

野生 化 した スイギ ュウは、雌 とその子で構 成 され る数頭 か ら30頭 ほ どのグルー プで生活 して

いる。雄 の子 スイ ギュウは2～3歳 で グルー プか ら追われ る。雄は単独で いるか雄だけの群れ

を形成 し、雌 が発 情期 をむか える雨期 に雌の グループに合流す る。雌は4歳 で初産 を し、20歳

ぐらい まで出産 す る。

野生 化 した スイギュ ウの子や衰弱 した成獣 はデ ィソゴや ワニに捕食 され ることもある。 しか

し、当地 には原種の アジアスイギュウが生息す る地域 にみ られる トラの よ うな強力な捕食者 が

い ない。 また、野生化 スイギ ュウを脅かす よ うな病気 も少 ない。 そのため、人間 による コソ ト

ロールが ない状況 では生息密度 がきわめて高 くなる。

乾季 が長引 いた り乾季の雨量 が少 ないシー ズ ソには、水 や食料 が不足す ることからかな りの

ものが死亡 する とはいえ、 このよ うな野生化 スイギ ュウはこれ まで オース トラリアの熱帯 を代

表す る野生化動物 となって きた。
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m有 害性と有益性

人間の手によって持ち込まれ、人間の手を通 じて野生化 した家畜たちは、新たな環境のなか

で彼らの生をまっとうし種を維持 していこうとする。 この当然 ともい}る 行為は、在来の生態

系や人間の経済活動などに有害な結果をもたらすことが多い。そめたあ野生化 した家畜は害獣

の レッテルをはられる場合が多い。

また一方で、野生化 した家畜は狩猟の対象や観光の目玉商品などとして活用されてきた。今

日野生化 した家畜は有害性と有益性の2面 性をもった動物 として、在来の生態系や人間活動に

多大の影響を与xて いる。

(1)有 害 性

①在来の生態系への有害性

野生化 したスイギュウは食害、踏みつけ、体のこす りつけによって湿地周辺の淡水性の在来

植生や熱帯雨林の幼木 ・成木などに被害をもたらして きた。

特に干満の差の大きい沿岸部では、野生化スイギュウの活動によって掘 りこまれた小道に海

水が侵入 し、広い範囲の淡水性のペーパーパークの湿地が破壊されてきた。

写真2は 、カカ ドゥ国立公園内のペーパーパークの湿地である。 このような湿地は、オース

トラリアヅル(写 真3)、 カササギガソ、ペ リカソなど多 くの鳥類の生息地 となっている。
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写真2ペ ーパーバークの湿地(1993年7月)写 真3オ ース トラリアヅル(1993年7月)

オ ース トラ リアヅル は軟体 動物 や昆 虫な ども食 べ るが、主 と して湿地の塊茎類 を食料 と して

い る。 カササギガ ソ もまた湿地 の草 の実 や塊 茎類 を食料 と してい る。Lた が って、海水 の侵 入

に よる広 い範囲の湿地 の消失 は在来 の動物 に も多大 の影響 を もた ら してい る。

②人 間の経済活動へ の有害性

また野生化 スイギュ ウは、オース トラ リア北部の ウシ産 業に とって招かれ ざる立場 にたた さ

れている。 まず、野生化 スイギュ ウは放牧 ウシと牧草 をめ ぐって競合す る。

Lettsetal.(1979)は 、 推定 され るユ5万頭 の野生化 スイギ ュウに よって同数 の ウシが排除 さ

れてお り、 これ らの ウシか らの潜 在的 な年間 収入 を見積 る と450万 オー ス トラ リア ドル にの ぼ

ると している♂1
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さらに、野生化スイギ ュウは牛結核の保菌者 となるため、 ア メリカや 日本 に牛 肉やスイギ ュ

ウ肉を輸 出 してい るオース トラ リアの牧 畜関係者 の関心 は高い。 また、野生化 したスイギ ュウ

は ウシマ ダニの潜伏場 所や レブ トスピラ症 壮 どの宿主 とな った り、 ロ蹄疫 の潜在的 な媒介者 に

もなってい る。

口蹄疫は、オース トラ リアの牧畜関係者の最大 関心事 の1つ であ る。 口蹄疫 は ロ粘膜 や蹄 の

間の皮膚 などに水泡を生 じる家畜の法定伝染 病で、 ウシ、 ヒツジ、ヤ ギ、 ブタなどに伝染す る。

この伝染病は現在オー ス トラ リアにみ られな いが、ひ とたび国内の家畜間 に伝染 した時 の損 害

は年間に25億 オ ース トラ リア ドルにのぼ るだ ろ うと見積 られてい る(Johnson,1982)。

②有 益 性

近年で は野生化スイギ ュウを害獣視す る傾 向が強 まってい るが、 アー ネム ・ラソ ド半島周辺

の野生化 スイ ギュウは古 くか ら活用 されて きた。

Lettsetal.(1979)に よれば 、1885年 に 皮 の.'一 を 目的 と した野生化 スイギ ュウの狩猟 がは

じまる。 その後1911年 までの間 に、ユ0万枚 もの皮 が海外 に輸出 され たといわれ る。皮革 を 目的

と した狩猟は、その後皮革産業が衰退す る1956年 ま で続 く。

1885年 か ら1956年 に至 る70年 間 に収穫 され たスイギ ュ ウの皮の総数 は39万 枚 に ものぼ り、 こ

れ らの多 くは イソグラソ ドと トル コに輸出 された。野生化 スイギュ ウの皮の収穫 が衰退 したの

は、加工 され た皮の低品位性 が主原因で あった。

1959年 以 後 になると、皮革の収穫に かわって肉の収穫がは じまる。1959～60年 に は2500頭 の

野生化 スイギュウが捕獲 され、400i(骨 抜 ぎ)の 肉が収穫 された。

肉利用はその後 も増加 し、1965年 に は野生化 スイギ ュウの屠場 が8ケ 所 にみ られ るよ うにな っ

た(Tulloch,1986)。 ユ975年 には ヘ リコプターに よる寄せ集 め も行 われ、捕 獲された スイギュ

ウの 肉は西 ドイ ツや スウェーデ ソに獣 肉と して輸出 された。 また、野生化 スイギュウの肉はべ ッ

トフー ドと して も利用 されて きた。

オース トラ リアでは、野生化 スイギュウの再 飼育 もみ られ る(写 真4)。 た とえば、1958年

に はマラカイ とウール ナー の牧場 で、捕 獲 された 一11頭以 上 の野生化 スイギ ュウが再飼育 され

た。 同年 には屠殺用 と して生体 のスイギュウがは じめて ホソ コソに輸 出され た。
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写真4野 生化スイギ ュウの再飼育(1981年9月)
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また1975年 には、アデレー ド川付近の土地が海外向け用スイギュウの再飼育用地として当局

から貸借され、飼育用としてペネズエラ、ガイァナ、ナイジェリア、ニューギニア、イソドネ

シア、屠殺用 としてマレーシアなどにスイギュウが輸出されてきた(Tulloch,1986)。

皮や肉の利用以外に、野生化スイギュウは観光資源としても活用 されてきた。近年成長をみ

せる観光産業のなかで、野生化スイギュウはa熱 帯の猛獣"と いうキャッチフレーズで、アー

ネム ・ラソ ド半島周辺の観光の目玉商品の1つ となってきた。

当地を訪れる観光客は、カメラサファリや狩猟サファリを通 して、熱帯の環境下に野生化 し

ているスイギュウの醍醐味を満喫 してきた。 また、このような観光産業の成立は、就業機会の

少ないノーザソ ・テ リトリー北部の住民(ア ボ リジニを含む)に 現金収入源の道を拓いてきた。

Nコ ン トロール

オース トラリアにおける野生化スイギュウへの対応を概観すると次のようになる。前述のよ

うに1885年 当時には相当数の野生化スイギュウがみられるに至ったが、その後1911年 にかけて

多数が皮の収穫のために捕獲されたことから生息数は減少 した。そこで、ノーザソ ・テ リトリー

当局は1939年 にスイギ ュウ保護令(BuffaloProtectionOrdinance)を 発令 し、野生化スイ

ギュウの狩猟をライセソスの発行のもとに規制す るようになった。これは、当局が野生化 した

スイギュウを生物資源とみなしていたためである。

オース トラリアで野生化スイギュウに対する見方に害獣視的傾向がでてくるのは1955年 頃と

みなす ことができる。それは、1957年 にスイギュウ保護令の名称がスイギュウ・コソ トロール

令(BuffaloControlOrdinance)に 変更されたことからもうかがえる。

スイギュウ・コソ トロール令はその後1964年 に廃止され、かわって野生動物の保護並びにコ

ソトロール令(WildlifeConservationandControlOrdinance)が 発令 される。

これによって、スイギュウの保護地区(buffaloarea)が 区分された。 ここでは、ライセソ

スの発行の もとに狩猟や生体捕獲に規制をもたせ、この地区のスイギュウに限って1975年 以前

は野生動物(wildlife)、 以後は生物資源(stock)と 公的に位置づけてきた。保護地区とされ

たものの、いおぱこの地区はスイギュウの有益性を活用す る地区であり、長期にわたって収穫

が持続できるように規制が加えられたのである。

一方、当地区の外側におけるスイギュウの公的位置づけは害獣(pest)と された。 ここでは、

害獣指定されたスイギュウが規制のないままに駆除や搾取の対象とされた。

1979年 に人一ザソ ・テ リトリーの野生化動物調査委員会は、当地に生息する野生化動物の調

査結果(多 くは野生化スイギュウについてのもの)を 公表 した(Lettsetal.,1979)。

このなかで、同委員会は国立公園や鳥獣保護区などの在来生態系保護の重点地域からは、実

施できるかぎり野生化スイギュウを排除すぺきであると指摘 した。 また、野生化スイギュウに

よる熱帯雨林への影響も取 り除 く必要があるとした。

さらに、野生化スイギュウの生息地の拡大を阻止すること、保護地区内やそれと近接 して観

光用や食用としてスイギュウが保持されているようなところでは柵 を施すなどの適切な措置が

必要であることを指摘 した。

カカ ドゥ国立公園では、このような方針に したがって野生化スイギュウの排除作戦が展開さ

れ、当公園内からの野生化スイギュウの しめだ しが実行された。

1979年 から88年にかけて、当公園から約8万 頭の野生化スイギュウが駆除された。 コソ トロー

ルの内訳は、生け捕 り約4.3万 頭、ヘリコプター上からの銃殺約2。8万頭、地上での銃殺約8000
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頭であった。

さ らに1985年 以降 は、大規模 なブルセ ラ症 と牛結核 の根絶 キ ャンペー ソ(National

BnxeellosisandTuberculosisEradicationCampaign)の もとに、野生化スイギュウの駆除

が展開されている。

このようなコソ トロール強化の背景には、在来の生態系への被害や ウシ産業 に対す る被害を

取 り除 くといった目的がある。そして、今日の高まる害獣視のなかで、古 くは皮の収穫源、そ

の後は肉の収穫源や観光資源 として地域経済の一翼を担ってきた野生化スイギュウの貢献史は

片隅に追いやられようとしている。

Vお わりに

野生化 したスイギュウをは じめオース トラリアにみ られる多 くの野生化家畜たちの先祖は、

かつてオース トラリアの開拓時代に家畜として華々 しい活躍を した。'しかし、それらの子孫た

ちには`害 獣"の レッテルがはられ、オース トラリアか らの駆逐が叫ばれている。

開拓時代の頃、多 くの人々は、飼育の粗放性や解き放ちなどによって離脱 していったスイギュ

ウたちがその後大いに繁殖 し、後世に種々の問題を残す ことになるとは想像 しなかったにちが

いない。

我々はこのように して生 じてきた野生化スイギュウによる在来の生態系や人間活動への影響

を、今後のいわゆる環境問題を考えてい く上での一つの教訓とする必要がある。そ うすること

によっては じめて、人間の手によって翻弄されてきた野生化スイギュウたちも浮かばれよう。

(本調査は、主として1987年 、・1990・91年度豪 日交流基金の助成により行 った)。

注

1)一 方、 オ ー ス トラ リア北 部 の ス イギ ュ ウか らの 収 入 は350万 オ ー ス トラ リア ドル と され て い る。
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Summary

Thebuffalowasintroduced#firsttoMelvilleIslandfromTimorin1826.In1828buffalo

wereintroducedtoCobourgPeninsula丘omTimorandMelvilleIsland.Theywe飴introduced

aspotentialfoodandbeastsofburden.However,latersomebuffalowerereleasedand

escapedwhensettlementswereabandoned.

By1885feralbuffalowerewellestablished.Feralbuffaloaremos#commonontheflood

plainsoftheTopEndoftheNorthernTerri#ory.In1985-86thenumberswereestimatedat

350,000.

Likemanyferalanimals,feralbuffalohaspositiveandnegativeaspects.Feralbuffalohas

providedasourceofmeatandskinsforcommercialutilisation,atourista#trac#ionanda

sourceforbuffalofarming.

Buffalo,however,competewithcat#leforfoodandspreadlives#ockdiseasessuchas

tuberculosis.Furtherferalbuffalodamagefloodっlainenvironnients.Channelsfomledby

buffalohaveresul#edintheintrusionofsaltwaterin#ofreshwaterswampswi#hsubsequent

lossoforiginalvegetation.InAustralia,recently#eralbuffalohavebeencontrolledona

largescaletoeliminatenegativeaspect.


